
「山川高等学校の鰻温泉スメの取組」 

１．学校名 鹿児島県立山川高等学校 

２．学年・人数 全学年(希望者) 16名 

３．日時・場所 
令和７年12月25日（木） 9:30～15:30 

指宿市山川鰻地区 

４．活用に取り

組んでいる史跡

の名称・時代・特

徴について 

(1) 名称 

鰻
うなぎ

温泉
おんせん

スメ（火山性
かざんせい

天然
てんねん

蒸気
じょうき

カマド）  

(2) 特 徴 

火山性天然蒸気を活用し噴気孔にカマドを作り、その上で様々な食材を

蒸して料理を行う。江戸時代の薩摩藩11代藩主「島津斉彬」もスメを利用

していた記述が『島津斉彬御供日記』にも記載されている。卵、サツマイ

モ、ジャガイモ、カリフラワー、そら豆などを15分ほどで蒸し上げる。蒸

し上がった野菜は、色鮮やかな上、水蒸気のおかげで野菜の甘みが凝縮さ

れている。 

５．活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

鰻地区の公民館長に広場や公民館の利用許可をいただくと共に、鰻地区の

地域おこし協力隊員の協力をもらいながら、「スメ」の体験や鰻温泉の歴史紹

介スタンプラリー等の体験型プログラムを実施し、生徒たちも地元鰻温泉の

良さを深めることができた。鰻地区の環境整備などを事前に行い鰻地区の住

民の方との交流を図りながらスメ体験プログラムを行った。 

山川高校の生徒が学校で栽培した野菜や地域の農産物等をスメで調理し

た食材及び来られた観光客にお茶等を振る舞い、新鮮な野菜をスメで調理す

るとうまみが凝縮されることを体験してもらった。近くには鰻池や西郷隆盛

が湯治に利用したと言われる鰻温泉などがあり、スメ体験と鰻池の散策、地

域を組み合わせた生徒手作りのスタンプラリーも実施した。 

６．取組の様子 

（体験等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

（参加児生徒・

保護者） 

・カリフラワーがとてもおいしかったです。 

・芋のマロンゴールドがとてもおいしく家族にも評判でした。 

・大変楽しかったです。生徒さん達も素敵でした。 

 

野菜等を「スメ」する様子  おもてなしの様子      

〔史跡の活用事例〕 


